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近年、精密分光分野では、僅かに異なる繰返し周波数をもつ光周波数コム 2 台を用いたデュア

ルコム分光が注目されている[1]。これまでデュアルコム分光は、2 台のモード同期レーザーを複

雑な制御機構を用いて位相同期する必要があった。また、デュアルコム分光のリフレッシュ時間

の短縮には、数 GHz以上の高繰り返し光パルスが必要である。そこで我々は、多段の電気光学変

調器[2]と高非線形ファイバーの組み合わせによる光源を用いた、新たな広スペクトル帯域デュア

ルコム分光法を提案し、その実証を行った。 

図 1(a)に実験配置図を示す。種光源の CW半導体レーザー(中心周波数 193.2 THz)を 2分岐し、

一方を音響光学変調器(AOM)により 80 MHz だけ周波数をシフトする。その後、僅かに周波数が

異なる約25 GHz正弦波で一連の１台の強度変調器(IM)と4台の位相変調器(PM)でそれぞれ変調し、

Erドープ光ファイバー増幅器(EDFA)で光増幅する。光ファイバーで分散補償(DC)した後、ピーク

強度を高めた光を 1本の高非線形ファイバー(HNLF)に対向入射させて発生したスーパーコンティ

ニューム光を光カプラーで合波し、液体試料(Tetraethylenepentamine)の透過光と参照光信号を光検

出器とデジタイザで検出した。図 1(b)に液体試料の広帯域スペクトルを示す。本実験でのリフレ

ッシュ時間は 7.1 sである。制御機構を用いずに 10 THzのスペクトル帯域幅を 157 GHz分解能で、

1 秒間に 100 万枚のスペクトルデータを取得することに成功した。講演では、液体試料の濃度変

化を時間分解測定した結果を示す。 

[1] T. Ideguchi et al., Nature 502, 355(2013). [2] A. Ishizawa et al., Opt. Express. 21, 29186 (2013).  
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Fig. 1. (a) Experimental setup. (b) Transmission spectrum of tetraethylenepentamine sample measured in 1.1 µs. 
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